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12月号
平成18年
No.187

平
成
12
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
地
方
分
権
一
括
法
か
ら
6
年
半
が
経
過

し
た
。
国
と
地
方
が
上
下
主
従
の
関
係
か
ら
対
等
・
平
等
と
な
り
、
地
方

は
権
限
と
財
源
を
与
え
ら
れ
、
自
ら
の
創
意
と
工
夫
で
個
性
豊
か
な
街
づ

く
り
が
出
来
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
実
は
東
京
だ
け
が
栄

え
、
都
市
と
地
方
の
格
差
が
益
々
大
き
く
な
り
、
小
さ
な
自
治
体
は
極
め

て
厳
し
い
財
政
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
地
方
の
自
主
性
、
自
立
性
に
は
ほ

ど
遠
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
安
倍
首
相
は
「
地
方
の
活
力
な
く
し
て
、
国

の
活
力
な
し
」
と
や
る
気
の
あ
る
地
方
自
治
体
を
応
援
す
る
と
と
も
に
国

と
地
方
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
臨
時
国
会
冒
頭
の
所
信
表
明

で
約
束
し
た
。
提
出
さ
れ
た
地
方
分
権
改
革
推
進
法
を
審
議
す
る
参
議
院

総
務
委
員
会
で
は
参
考
人
か
ら
の
意
見
を
聞
き
、
慎
重
な
審
議
を
重
ね
、

12
月
7
日
に
採
決
し
、
翌
8
日
の
本
会
議
で
法
案
が
可
決
成
立
し
た
。
地

成
る
か
地
方
の
自
主
、
自
立

二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
昨
年
の
郵
政
民
営
化
法
案
で
反
対
票
を
投

じ
、
平
成
十
七
年
十
月
二
十
八
日
の
自
民
党
党
紀
委
員
会
に
お
い
て
、

「
党
の
役
職
停
止
一
年
、
執
行
猶
予
二
年
」
と
処
分
さ
れ
た
。
今
回
、

い
わ
ゆ
る
造
反
衆
議
院
議
員
の
復
党
の
決
定
を
受
け
て
、
処
分
中
の

参
議
院
議
員
も
執
行
猶
予
期
間
を
二
年
間
か
ら
一
年
間
に
短
縮
さ
れ

た
。
二
ノ
湯
議
員
は
既
に
総
務
委
員
会
の
理
事
も
務
め
て
お
り
、
本

人
も
忘
れ
た
頃
の
決
定
と
な
っ
た
。
地
元
の
支
援
者
で
二
ノ
湯
議
員

の
立
場
を
心
配
す
る
人
も
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
で
晴
れ
て
処
分
解
除

と
な
っ
た
。

来
年
4
月
に
執
行
さ
れ
る
府
議
会
議
員
選
挙（
右
京
区
選
挙
区
）

で
自
民
党
公
認
を
受
け
た
二
ノ
湯
し
ん
じ
君
の
ポ
ス
タ
ー
が
出
来

上
が
っ
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
来
年
7
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

参
議
院
選
挙
の
公
認
候
補
予
定
者
・
西
田
昌
司
氏
と
の
連
名
の
時

局
報
告
会
の
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
。
二
ノ
湯
し
ん
じ
君
は
公
認
決
定

が
後
れ
た
た
め
、
陣
営
で
は
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
懸
命
に
努
力
し
て

い
る
。
掲
示
さ
せ
て
頂
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

方
分
権
改
革

推
進
法
成
立

で
、
地
方
公

共
団
体
が
自

ら
の
判
断
と

責
任
に
お
い

て
行
政
を
運

営
し
、
個
性

豊
か
で
活
力

に
満
ち
た
地

域
社
会
の
実

現
を
図
る
こ

と
が
出
来
る

よ
う
な
推
進

体
制
を
政
府

は
作
る
必
要

が
あ
る
。（
関

連
記
事
二
面
）

二
ノ
湯
議
員
、
党
紀
処
分
解
除

地方分権改革推進法成立
元気な地方創出で、活力ある国づくり

地方分権改革推進法成立
元気な地方創出で、活力ある国づくり

参考人に質問する二ノ湯議員

二
ノ
湯
し
ん
じ
君
の
ポ
ス
タ
ー
完
成

ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
ご
協
力
を
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菅総務大臣に質問する二ノ湯議員

参議院総務委員会、地方分権改革法を審議
二ノ湯議員、参考人・総務大臣に質問

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

地
方
分
権
改
革
推
進
法
案
を
審
議
し
て
い
る
参
議
院
総
務
委

員
会
で
は
、
12
月
6
日
参
考
人
を
招
き
、
質
問
を
行
っ
た
。
参

考
人
と
し
て
出
席
し
た
の
は
、
全
国
市
長
会
会
長
・
石
川
県
金

沢
市
長
の
山
出
保
氏
、
全
国
町
村
会
副
会
長
・
島
根
県
斐
川
町

長
の
本
田
恭
一
氏
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教

授
・
金
井
利
之
氏
の
3
名
。
各
参
考
人
が
15
分
間
づ
つ
意
見
陳

述
を
行
い
、
そ
の
後
各
党
の
委
員
が
参
考
人
に
対
し
て
質
問
を

行
う
。
二
ノ
湯
議
員
は
自
民
党
を
代
表
し
て
各
参
考
人
に
質
問

を
行
っ
た
。
質
問
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
地
方
分
権
が
進
み
、
国
と
地
方
は
対
等
、
平
等

の
関
係
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
交
付
税
、
補
助
金
の
配
分

等
を
見
て
も
対
等
平
等
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
思
う
か
。

山
出
参
考
人
：
国
と
地
方
の
関
係
は
段
々
国
の
縛
り
が
強
く
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
国
は
地
方
に
つ
い
て
こ
い
と
引
っ

☆
二
ノ
湯
議
員
：
平
成
12
年
4
月
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
た
当
初
、
各
自
治
体
は
与
え
ら
れ
た
権
限
と
財
源
で
創
意

工
夫
に
よ
っ
て
個
性
豊
か
な
町
づ
く
り
が
で
き
る
と
期
待
し
た

が
、
実
際
は
地
方
自
治
体
は
国
に
依
存
し
て
補
助
金
の
陳
情
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
一
体
こ
の
地
方
分
権
一
括
法
は
何
だ
っ
た
の

か
、
所
期
の
目
的
は
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
た
の
か
。

菅
総
務
大
臣
：
地
方
分
権
一
括
法
で
一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
が
、

ま
だ
ま
だ
分
権
は
進
ん
で
い
な
い
。
今
回
の
法
律
案
で
当
初
目

指
し
た
地
方
の
こ
と
は
地
方
で
行
い
、
地
方
が
財
源
を
も
っ
て

自
由
に
物
事
を
考
え
、
企
画
し
実
行
で
き
る
、
そ
の
代
わ
り
責

任
も
持
つ
と
い
う
よ
う
な
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
三
位
一
体
改
革
で
、
交
付
税
を
縮
減
、
補
助
金

を
削
減
し
、
そ
の
分
地
方
に
税
財
源
を
移
譲
し
た
が
、
実
際
は

張
る
の
で
は
な
く
、
支
援
・
支
え
る
考
え
方
を
持
っ
て
欲
し
い
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
県
と
金
沢
市
の
町
づ
く
り
に
お
け
る
関
係
で
、

「
こ
ん
な
こ
と
は
県
に
相
談
し
な
く
て
も
で
き
る
の
で
は
」
と
い

う
よ
う
な
、
わ
ず
ら
わ
し
い
県
の
関
与
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

山
出
参
考
人
：
中
核
市
に
移
行
し
た
市
は
県
か
ら
市
に
委
託
さ

れ
た
仕
事
を
全
て
う
ま
く
や
っ
て
き
た
。
県
は
雇
用
や
、
環
境
、

県
土
保
全
な
ど
を
、
市
は
そ
の
ほ
か
の
細
か
い
こ
と
を
請
け
負

う
よ
う
、
事
務
の
再
配
分
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
斐
川
町
は
松
江
市
の
隣
で
あ
り
な
が
ら
、
な

ぜ
合
併
し
な
い
の
か
。
住
民
投
票
を
行
っ
た
よ
う
だ
が
、
ど
う

い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
住
民
は
合
併
に
反
対
し
た
の
か
。

本
田
参
考
人
：
合
併
す
れ
ば
楽
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
地
域

は
誰
が
守
る
の
か
、
我
が
町
は
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
こ
う
と
い

う
考
え
で
合
併
し
な
か
っ
た
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
地
方
の
町
長
は
財
政
が
苦
し
い
と
悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
国
の
交
付
金
を
あ
て
に
し
て
い
る

補
助
金
削
減
分
に
見
合
う
だ
け
の
税
源
移
譲
が
な
さ
れ
ず
、
地

方
は
厳
し
い
財
政
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
三
位
一
体
改
革
が

真
に
地
方
の
自
立
に
役
立
っ
て
い
る
か
。

菅
総
務
大
臣
：
三
位
一
体
改
革
は
3
兆
円
の
国
か
ら
地
方
へ
の
税

源
移
譲
な
ど
に
よ
り
、
自
主
財
源
の
強
化
を
は
か
り
地
方
の
自

立
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
色
々
な
評
価
、
声
も
あ
る
が
一
般

財
源
化
に
よ
っ
て
地
方
独
自
の
工
夫
が
出
来
た
こ
と
も
現
実
で

あ
る
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
安
倍
首
相
は
、
地
方
の
活
力
な
く
し
て
日
本

の
活
力
な
し
と
、
活
性
化
に
取
り
組
み
成
果
を
上
げ
た
自
治
体

に
交
付
税
を
上
乗
せ
す
る
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
発
表
し
た
。
交
付
税
算
定
に
つ
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

慎
重
に
、
公
平
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

菅
総
務
大
臣
：
基
盤
整
備
が
な
く
、
最
初
か
ら
が
ん
ば
る
条
件

が
揃
っ
て
い
な
い
自
治
体
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
こ
の

部
分
は
的
確
に
算
定
し
て
い
き
た
い
。
地
方
が
、
が
ん
ば
る
プ

よ
う
な
町
政
の
運
営
が
う
か
が
え
る
。
も
っ
と
頑
張
れ
な
い
か
。

本
田
参
考
人
：
給
料
を
町
長
は
50
％
、
職
員
は
30
％
カ
ッ
ト
し

た
町
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
自
分
た
ち
の
町
を
手
放
し
た
ら
い

け
な
い
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
三
位
一
体
改
革
は
何
だ
っ
た
の
か
。
地
方
が
財

政
的
に
苦
し
ん
だ
だ
け
で
今
な
お
国
の
関
与
が
残
っ
た
ま
ま
で

あ
る
。
国
の
関
与
を
な
く
し
、
自
己
決
定
、
自
己
責
任
で
や
る

の
が
あ
る
べ
き
地
方
自
治
の
姿
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
な
る

と
ト
ッ
プ
の
責
任
能
力
が
大
き
く
左
右
す
る
。
こ
の
点
は
ど
う

考
え
る
か
。

本
田
参
考
人
：
ト
ッ
プ
の
能
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
ト
ッ
プ
が
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
時
、
ど
の
よ
う

仕
組
み
を
今
月
中
に
し
っ
か
り
と
作
っ
て
い
き
た
い
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
分
権
改
革
は
単
に
総
務
省
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
省
庁
の
協
力
な
く
し
て
実
現
は
不
可
能
で
あ

り
、
日
本
の
将
来
の
た
め
本
当
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
課
題
で
あ
る
。
地
方
議
会
出
身
者
で
、
地
方
の
実
情
を
よ
く

知
っ
て
い
る
大
臣
に
期
待
す
る
。
こ
の
第
二
次
分
権
改
革
に
対

す
る
菅
大
臣
の
決
意
を
聞
き
た
い
。

菅
総
務
大
臣
：
こ
れ
か
ら
地
方
分
権
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
こ
の
法
案
で
日
本
の
あ
る
べ

き
姿
を
描
き
、
政
府
が
強
力
な
実
行
体
制
を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
地
方
が
自
分
で
責
任
を
持
っ
て
考

え
、
判
断
し
、
実
行
す
る
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
ス

タ
ー
ト
時
点
に
特
別

交
付
税
で
支
援
す
る

な
ど
様
々
な
指
標
、

に
支
え
る
こ
と
が
出

来
る
か
仕
組
み
を
作

る
こ
と
が
分
権
改
革

の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

参
考
人
に
対
す
る
質
問

菅
総
務
大
臣
に
対
す
る
質
問
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若
手
議
員
、
新
旧
首
相
と
懇
親
を
深
め
る

第
二
名
神
建
設
促
進
議
連

冬
柴
大
臣
に
陳
情

小
泉
前
首
相
と
懇
談

衆
参
若
手
議
員
の
会

平
成
16
年
7
月
に
実
施
さ
れ
た
参
議
院
選
挙
で

当
選
し
た
同
期
生
の
集
ま
り
で
あ
る
「
二
十
日

会
」
の
例
会
が
12
月
5
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で

開
か
れ
た
。
同
期
会
は
年
に
2
～
3
回
行
わ
れ
る

が
、
会
員
の
多
く
は
新
し
く
首
相
と
な
っ
た
安
倍

氏
を
囲
ん
で
懇
親
会
を
持
ち
た
い
と
希
望
し
て
い

た
。
し
か
し
、
安
倍
氏
は
現
職
の
内
閣
総
理
大
臣

で
あ
る
。
懇
談
し
た
い
と
申
し
出
る
人
は
多
く
、

国
会
議
員
と
い
え
ど
も
簡
単
に
は
実
現
し
な
い
。

幸
い
に
同
期
の
仲
間
に
安
倍
氏
の
実
弟
で
あ
る
岸

信
夫
氏（
山
口
選
挙
区
）が
い
る
。
岸
氏
を
通
じ
て

衆
議
院
議
員
の
当
選
二
回
生（
賢
人
会
）と
16
年

７
月
に
当
選
し
た
参
議
院
議
員（
甲
申
会
）で
は
定

期
的
に
会
合
を
持
ち
、意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

会
員
は
六
十
才
近
く
に
な
っ
て
苦
労
し
て
国
会
議

員
に
な
っ
た
人
が
有
資
格
者
。
そ
の
時
々
の
話
題

の
政
治
家
を
招
き
懇
談
し
、
懇
親
を
深
め
る
の
が

主
な
目
的
で
あ
る
。
今
ま
で
に
中
川
秀
直
自
民
党

幹
事
長
、
小
池
百
合
子
環
境
大
臣
、
青
木
幹
雄
自

民
党
参
議
院
議
員
会
長
ら
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
席
、

去
る
12
月
6
日
の
会
合
で
は
前
首
相
の
小
泉
純
一

郎
氏
を
招
い
た
。
こ
の
日
の
小
泉
氏
は
終
始
上
機

嫌
で
、
色
々
な
話
題
に
花
が
咲
い
た
。
故
福
田
赳

首
相
官
邸
に
二
十
日
会
の
希
望
を
打
診
し
て
い

た
。
官
邸
側
か
ら
僅
か
の
時
間
で
あ
れ
ば
会
合
に

出
席
し
て
も
良
い
と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

こ
の
日
ホ
テ
ル
内
の
別
室
で
、
安
倍
首
相
と
マ
ス

コ
ミ
関
係
者
と
の
会
合
が
あ
り
、
そ
の
終
了
後
、

9
時
過
ぎ
に
安
倍
首
相
が
懇
親
会
に
合
流
し
た
。

全
員
で
首
相
就
任
の
乾
杯
を
し
た
後
、
安
倍
首
相

が
挨
拶
に
立
ち
、「
皆
さ
ん
は
私
が
幹
事
長
の
時

に
当
選
さ
れ
た
方
で
、
大
変
親
近
感
を
も
っ
て
い

る
。
年
金
問
題
で
厳
し
い
選
挙
を
勝
ち
抜
い
て
こ

ら
れ
た
方
で
地
盤
は
強
固
だ
と
思
う
が
、
日
常
活

動
を
怠
ら
ず
、
次
回
も
必
ず
勝
利
し
て
欲
し
い
。

今
国
会
は
重
要
法
案
が
目
白
押
し
で
あ
る
が
、
是

非
成
立
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
協
力
を
求
め
た
。
忙

夫
元
首
相
邸
で
下
足
番
を
し
て
い
た
秘
書
時
代
、

自
民
党
総
裁
選
挙
に
立
候
補
し
て
二
度
落
選
し
た

苦
労
、
中
曽
根
元
首
相
へ
の
立
候
補
辞
退
勧
告
、

郵
政
民
営
化
法
案
に
反
対
し
た
造
反
議
員
の
復
党
、

政
治
家
た
ち
の
運
・
不
運
、
北
朝
鮮
へ
の
二
度
の

訪
問
、
靖
国
神
社
へ
の
参
拝
、
ブ
ッ
シ
ュ
ア
メ
リ

カ
大
統
領
の
印
象
、
首
相
退
陣
後
の
時
間
の
過
ご

し
方
、
何
故
南
ア
フ
リ
カ
に
エ
イ
ズ
が
蔓
延
す
る

の
か
、
自
ら
の
後
援
会
活
動
の
模
様
、
政
権
の
支

持
率
と
安
倍
首
相
へ
の
期
待
、
愛
飲
す
る
ワ
イ
ン
、

焼
酎
、
日
本
酒
の
良
し
悪
し
、
週
刊
誌
に
書
か
れ

た
イ
タ
リ
ア
へ
の
移
住
、
等
々
話
題
の
豊
富
な
人

で
あ
る
。
安
倍
首
相
は
優
等
生
と
い
っ
た
感
じ
で

あ
る
が
、
小
泉
氏
は
さ
す
が
に
人
生
色
々
と
言
う

だ
け
あ
っ
て
、
体
験
、
経
験
が
豊
富
で
な
か
な
か

し
い
安
倍
首
相
で
あ
っ
た
が
、
約
一
時
間
程
度
み

ん
な
と
交
流
を
深
め
た
。

人
間
味
が
あ
り
、
出
席
者
の
評
判
は
上
々
で
楽
し

い
懇
親
会
と
な
っ
た
。

11
月
29
日
、
第
二
名
神
建
設
促
進
議
員
連
盟
の

幹
事
を
務
め
て
い
る
二
ノ
湯
智
参
議
院
議
員
、
山

下
英
利
参
議
院
議
員（
滋
賀
県
選
出
）、
三
ツ
矢
憲

生
衆
議
院
議
員（
三
重
4
区
）と
京
都
府
副
知
事
麻

生
純
、
大
阪
府
副
知
事
梶
本
徳
彦
、
滋
賀
県
副
知

事
澤
田
史
朗
氏
ら
沿
線
の
府
県
の
理
事
者
ら
が
、

冬
柴
鐵
三
国
土
交
通
大
臣
を
訪
ね
て
、
第
二
名
神

の
全
線
を
早
期
に
完
成
さ
せ
る
よ
う
に
強
く
要
望

し
た
。
大
臣
は
三
重
県
亀
山
市
の
出
身
、
現
在
は

尼
崎
に
在
住
で
兵
庫
8
区
の
選
出
だ
け
に
地
元
の

道
路
事
情
に
は
大
変
詳
し
く
、「
近
畿
圏
の
発
展

と
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
に
は
、
名
神
高

速
と
関
連
の
高
速
道
路
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完

成
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。
し
か
し
、

「
先
の
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
で
、
第

二
京
阪
道
路
の
完
成
後
の
交
通
事
情
を
勘
案
し
て
、

抜
本
的
見
直
し
区
間
の
大
津
～
城
陽
、
八
幡
～
高

槻
間
の
着
工
を
考
え
る
と
結
論
を
出
し
て
い
る
。

す
ぐ
見
直
し
で

は
朝
令
暮
改
と

批
判
さ
れ
る
」

と
理
解
を
示
し

な
が
ら
も
慎
重

な
姿
勢
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
も

言
葉
の
端
々
に

建
設
促
進
に
前

向
き
に
取
り
組

み
た
い
意
欲
が

感
じ
ら
れ
た
。

二
十
日
会（
参
議
院
同
期
会
）メ
ン
バ
ー

安
倍
首
相
と
懇
談
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・日　　時：12月24日㈰　（今回は雨天決行です）
・出発時刻：午前8時50分（時間厳守）
・集合場所：阪急大山崎駅前（JR山崎駅から150m）
　　　参考　阪急（急行）�河原町（8：13）→西院（8：19）→桂（8：27）→大山崎（8：39）

・コース：阪急大山崎駅→離宮八幡宮→山崎聖天→大山崎
JC→サントリービール京都工場見学・試飲（解散）

● �この一年間の健康に感謝し、来年も皆さんと共に引き続
き元気で参加できることを祈願しましょう。
　�　今回は、サントリービール工場を見学し、ビールで乾
杯です。解散後は、シャトルバスにて阪急長岡天神駅・
JR長岡京駅までお送りします。

● 代表世話人　北村好司郎　☎075-313-8758
　　　　　　　　　　（当日）090-1956-7460

第166回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

第165回
みんなで歩こう湯歩会（参加者66名）

八坂神社境内にて

一
、
沖
縄
知
事
選
挙
は
自
民
党
、
公
明
党
の
推
薦

す
る
候
補
者
が
約
3
万
7
千
票
差
で
勝
っ
た
。
こ

来
る
12
月
21
日
、
二
ノ
湯
さ
と
し
後
援
会
京
北

支
部
で
は
、
ス
キ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
で
二

度
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
、
参
議
院
議
員
・
荻

原
健
司
氏
を
講
師
に
招
き
、
日
本
の
教
育
を
語
る

「
国
政
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

安
倍
政
権
発
足
以
来
、
い
じ
め
問
題
な
ど
、
教

育
改
革
が
注
目
さ
れ
て
い
る
現
在
、
一
流
の
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
活
躍
し
た
荻
原
健
司
氏
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
家
族
と
の
絆
、
教
育
に
つ
い

て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
、右
京
区
京
北
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、

多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

荻
原
健
司
参
議
院
議
員
、

教
育
問
題
で
講
演

二
ノ
湯
議
員
の
「
国
政
報
告
会
」

の
勝
利
は
公
明
党
の
大
き
な
援
軍
の
お
陰
で
、
決

し
て
自
民
党
の
自
力
で
な
い
こ
と
を
自
覚
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
同
じ
日
、
福
岡
、
尼
崎
の
二
つ

の
大
都
市
で
自
民
党
は
負
け
て
い
る
。

一
、
郵
政
民
営
化
関
連
法
案
に
反
対
し
た
造
反
組

の
11
名
の
復
党
が
実
現
し
た
。
一
年
有
余
自
分
の

信
念
と
は
い
え
無
所
属
の
立
場
で
政
治
活
動
を
続

け
て
大
変
苦
労
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
ま
だ
選
挙
区
の
調
整
が
残
っ
て
い
る
。

一
、一
方
、
平
沼
赳
夫
氏
は
誓
約
書
を
提
出
す
る

の
は
屈
辱
的
だ
と
断
っ
た
。
孤
高
の
立
場
を
貫
く

の
は
辛
く
て
厳
し
い
が
、
こ
の
決
断
も
政
治
家
と

し
て
一
つ
の
見
識
で
あ
る
。

一
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
よ
る
経
済
制
裁
が
日

本
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア
五
カ
国

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
果
た
し
て
核
の

放
棄
を
さ
せ
ら
れ
る
の
か
、
日
本
に
と
っ
て
大
変

深
刻
な
問
題
で
あ
る
が
、
戦
後
の
平
和
ボ
ケ
の
中

で
、
日
本
人
は
い
た
っ
て
暢
気
で
あ
る
。

一
、
先
日
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
横
田
め
ぐ

み
さ
ん
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
「
引
き
裂
か
れ
た

家
族
の
30
年
・
め
ぐ
み
」
を
観
賞
し
た
。
改
め
て

北
朝
鮮
の
非
情
さ
と
愛
娘
へ
の
横
田
さ
ん
夫
妻
の

親
の
愛
の
深
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

一
、
今
年
に
な
っ
て
福
島
、
和
歌
山
、
そ
し
て
宮

崎
県
と
三
人
の
知
事
が
逮
捕
さ
れ
退
陣
し
た
。
地

方
分
権
が
叫
ば
れ
て
い
る
時
、
自
治
体
の
ト
ッ
プ

が
不
祥
事
で
退
陣
す
る
こ
と
は
分
権
の
流
れ
に
水

を
差
す
も
の
だ
と
残
念
で
あ
る
。
中
央
の
地
方
自

治
体
へ
の
不
信
感
が
益
々
高
ま
る
。

二ノ湯さとし後援会

TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

◇申込先　後援会役員または
二ノ湯さとし京都事務所まで

参議院議員

新春招福バスツアー第20回　伊勢神宮初詣

記念すべき20回目の伊勢初詣バスツアー。一年間の幸福を祈願し、
新たな気持ちで新年を迎える行事として、多くの方 の々ご参加をお願いいたします。

◇旅 行 日　平成19年1月8日（月・祝）

◇昼食場所　賢島『宝生苑』
ご参加の方は至急お申し込みください。

◇会　　費　8,000円

日
時　

十
二
月
二
十
一
日（
木
曜
日
）

　
　
　

午
後
3
時
よ
り

場
所　

京
北
森
林
組
合
2
階

（
右
京
区
京
北
周
山
町
下
台
5
の
2
）

二
ノ
湯
さ
と
し
「
国
政
報
告
会
」

お
問
い
合
わ
せ
先

　

ニ
ノ
湯
さ
と
し
事
務
所

☎
〇
七
五（
三
一
五
）二
二
二
八


